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高まっている。   
日本の軍事的貢献は、1992年のPKO協力法の成立など活発化してきつつあるが、  












与されるならばその限りにおいて、それは常に善であり、誰も否定しえない。   
しかし、そのODAがその場しのぎの緊急避難的援助に過ぎなかったり、‾公害や  
環境破壊をもたらしたり、ほとんど役に立っていないものであるとしたら、援助に村  
する評価は大きく揺らぐ。   
援助関係国の集まりであるOECD（経済協力開発機構）の開発援助委員会（D  
AC：Develop皿ent Assistance Co皿mittee）が「21世紀へのパートナーシップ」と  
して、2015年までに極貧人口を現在の半分にするという新たな援助政策を打ち出し、  
一致して発展途上国の開発支援・福祉向上へのいっそうの努力を再確認した。   
日本は、ODAのトップドナーとなったいま、どのような形でこのような国際的  
責務を果たしていくべきか。とりわけ明確な援助理念の提示と日に見える成果が求め  
られる。   
本稿では、経済大国である日本の国際貢献として特に期待されるODAについて、  
それが果たして役に立っているのか、どうあるべきなのか考察していく。   
そこで、まず、そもそもODAとは何か、日本のODAにはどのような特徴があ  
るのかについて説明する。それから、経済発展とはいかにして達成されるのか、それ  






2 0DAとは何か   







である。   
そして、その三つの条件は次のとおりである。  
①中央および地方政府を含む公共部門ないしその実施機関により、開発途上国およ   
び国際機関に供与されるものであること。  
②開発途上国の経済開発および福祉の向上に寄与することを主たる目的とするもの   
であること。  
③供与の条件が特に緩和され’たもの（グラントエレメント（GE：GrantElement）   
が25％以上）であること。  
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④の条件に関しては、グラント・エレメント（GE）の説明が必要である。GEは、   
援助条件の緩やかさを示す指標のことである。全く返済の必要のない贈与はGE   
が100％であり、商業的なローンほGEが0％ないしは低い億である。GEを求める   
公式は複雑な数式であり、市場金利と比較してどれくらいそのローンの金利が安   
いかとか、据置期間がどれくらい長いかとか、償還期間はどれくらい長いのかと   
いったローンの諸条件によって決定される。   
ODAとは何かをさらに浮き彫りにするために、開発途上国に対する資金・技術  
の流れを分類していく。（表2）   
開発途上国に対する資金の流れは、「政府の資金」か「民間の資金」かによって大  
きく二つに分けられる。政府の資金はさらに「ODA」と「00F：Other Official  
Flow」に分けられる。政府からの資金フローのうち、GEが25％以上のものをOD  
A、GEが25％未満のものを00Fと分類している。00Fは日本輸出入銀行のロ  
ーンなどである。民間の資金のほうは「PF：Private Flow」と「NGO：Non  
GovernmentalOrganization」に分けられる。PFは利益を目指す民間企業に 









3 日本のODAの特徴   
日本のODAはいかなる特徴を持っているのか。日本のODAの歴史・量・構造・  
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問援助、国際機関を通じる援助の割合がどうなっているか、さらに二国間援助の中の  
円借款、無償資金協力、技術協力の割合がどうなっているか、地域別配分がどうなっ  

















部門調整融資（SECAL：sector adjustmentloan）、セクター・プログラム・ロ  



















































































































④援助供与に関して押し付桝こなるような政策条件（コンディショナリティー）は   
つけない、  
という四つの特徴を持っている。   
開発途上国の自助努力支援のためにも、途上国の中長期的な経済発展の展望に基  
づいた要請案件について、政策対話での真剣な議論によって検討し、援助を行う0そ  
の際には、押し付けとなるようなコンディショナリティーはつけないのである0   
また、日本の贈与比率が低いのは、いつか返済しなくてはならか－という気持ち  
が開発途上国の投資計画をより厳しいものにし、それが投資効率を上げるのに貢献す  
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資比率方式という制度に改めた。融資比率方式とは、外貨・内貨の区分にかかわらず、  
プロジェクトの総事業費の一定割合を援助するというもので、内貨融資の拡充を目指  
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その理念におけるキーワードである要請主義に関しても、「あまりに受け身すぎ  
















かどうかは疑問であろう。   
「日本の援助は商業主義的である」という批判は根強い。日本のODAに関する  






















く見積っても 20％程度にすぎないのが事実らしい。代替的利潤桟会を世界に豊富に  
もつ日本企業がそのような援助案件の発掘・形成に群がっているようなイメージは誤  
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に国民の支持を獲得しやすくなるだろうこと。これらがメリットとして挙げられる。  





























7 おわりに   
ところで、そもそもなぜ日本はODAを行うのであろうか。もちろん、はじめにも  
述べたように、人道的観点から行っているのほ間違いない。また、相互依存の世界に  



























ろう。まさに理想的なODAの縮図が近くにあったといえよう。   
ところで、最近寮に設置されたビールとスナックの自動販売機の費用はどうなって  
いるのだろう。  
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＜付属資料＞  
DACの途上国リスト  
第21好：移行経済韓国・地域はか  第l節：発最遠上国・地域（ODA二対象国）   
（4）高位中所得層  （5）高所得国  （1）移行経済繁国 （2）先発途上国  
（2．69＄～8．355ドル）  （8，355ドル以上）  
（2）その他低所得層 （3）低位中所持国  
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こ国間接助   
国際機関を通ずる援助   
＝≡葦：  




1．2 その他政府貸金（00F）  
2．居間資金  
2．1民間営利資金（PF）  輸出借用（1年超）  
直接投棄など  
国際後閑に対する融資など  「モ  
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主要援助国のこ国間ODA対象分野別シェア（1995年）  （単位：％）  
日本 アメリカ イギリス フランスドイツ イタリア カナダ オーストラリア スウェーデン DAC平均  
35．3  30．5  
10．9  23．7  
10．2  7．4   
7．3  8．2  
22・8  5.2 
13．5  25．0  
100．0  100．0  
社会インフラ  24．1 32．2  29．4   42．0  37．9 14．3  24．2  46．4  
経済インフラ  45．1  9．0  16．4  8．6 20．4 15．4 14 119．6  
農業分野  9．3   6．0  10．9  6 1  6．8  3．2  1．6  3．3  
エ葉その他生産分野  5．9   9．3  7．1  9．7   5．4   2．6  10．8  11．6  
食糧援助・緊急援助  0．2   9．2  14．2  0   6．0  9．1 10．2 0．2  
プログラム援助など 15．4  34．3   22．0   33．4  23．5、 55．4  39．1  18．9  




アンタイド  部分アンタイド  タイド  
















12．8  43．1  
19．7  8．3   33．4  
10．9   16．5   38．2  
55．7  
33．6  
1．2  3．6   17．3  
2．6   14．6  2．6  
44．4  
25．0  
44．1  31．5●  
61．3●  
4．9   75．8  
50．9  58．4  
44．3  60．3  
66．4  59．8  
81．4  96．3  





0．0  15．0  23．0  
1．9  4．8  1．9  
0．0  100．0  
43．5  6．1  
1．9  2．3  8．7  
54．2  13．8  
3．3  4．6   30．8  17．7  
ノルウェー  85．0  77．0  
ポルトガル  93．3   98．1  
スペイン  0．0  
スウェーデン  56．5   93．9  
スイス  95．8   91．3  
イギリス  45．8   86．2  
アメリカ  
DAC合計（平均）  65．9  77．7  
注：1）技術協力と行政経費を除くタイイング・ステイタス。ただし、オランダは技術協  
力と行政経欝を含む。2）四捨五入の関係で合計が100にならない場合がある。3）   
・は1996年の数字。  
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